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シンガポール日本商工会議所は、2019 年に設立 50

周年を迎えた。弊所は、シンガポールが独立した４年

後の 1969 年に進出企業 56 社で設立され、シンガポー

ルの順調な発展と共に拡大を続けてきた。1990 年代後

半から 2000 年代前半には、アジア通貨危機や IT バブ

ルの崩壊、中国の台頭などもあり、電機・電子分野の

メーカーを中心とした事業整理に伴って、会員数が減

少した時期もあったが、2010 年頃から ASEAN地域の重

要性も再認識される中で、会員数は増加に転じ、現在

では約 820会員を擁している。 

本年 10月 10日、弊所の設立 50 周年を記念し、シン

ガポール共和国のリー・シェンロン首相をお招きした

「シンガポール日本商工会議所創立 50 周年記念講演

会」を開催した。日本経済新聞の小柳建彦編集委員を

モデレータに迎え、ダイアログ形式で実施された本講

演会には、会員企業を始め、在シンガポールの各国商

工会議所関係者等、約 1,000 名の方々にご参加をいた

だいた。リー首相は、当地で日本企業が果たしてきた

役割を評価したうえで、さらなる投資や進出に対して

期待していることや、自由貿易に反対する風潮が世界

的に強まっていることに懸念を持つ中で、RCEP 交渉な

どで日本が重要な役割を果たすことができると訴えた。

また、日本と同様にシンガポールでも少子高齢化が社

会課題となっており、日本の各種取り組みから大いに

学びたいと語った。 

本講演会の内容は、Channel News Asia や Channel 8

などの当地の TV番組で取り上げられた他、シンガポー

ル最大の新聞 The Straits Times や Nikkei Asian 

Review、また日本語の情報誌、さらにはリー首相のフ

ェイスブックにも記事が投稿されるなど、各所で幅広

く取り上げられている。 

 

 

 

 

 

 

弊所では、本講演会の他にも、50周年を機に様々な

事業に取り組んでいるが、その一環として、本年 10

月に『企業名鑑 2019』を発刊した。本冊子は、シンガ

ポールでの事業展開を検討する企業や、当地で日本語

のサービスを希望する企業の方々を対象としたもので、

マーケティングリサーチやオフィス設置、人材採用、

また生活サポート等のカテゴリ毎にどういった日系企

業がいるのか、閲覧することができる。尚、ウェブ版

は下記 URL より確認頂くことが可能なので、ぜひご参

照いただきたい。 

（https://www.jcci.org.sg/シンガポール日本商工

会議所企業名鑑-2019/） 
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シンガポールは人口 564 万人、面積は約 720 ㎢と非

常に小さな国であるが、ASEAN の中心に位置する立地

や整ったビジネス環境、また日本を上回る一人当たり

GDP など、魅力の多い国でもある。進出する企業をサ

ポートするサービス分野の日系企業も、引き続き進出

を続けており、日本企業としては、非常に活動しやす

いビジネス環境が、より整いつつある。当地でのビジ

ネスはもとより、ASEAN 地域の統括拠点として、ぜひ

シンガポールをご活用いただきたい。 

                          

（シンガポール日本商工会議所 事務局長  

清水 僚介） 
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 昨年は鳴り物入りで第１回が開催された中国国際輸

入博覧会の第２回目（会期：11 月５～10日）が上海で

開幕した。米中貿易戦争が長引く中で、国別の展示面

積ではアメリカが最大ということである。中国にして

みれば政治とビジネスは別で、米国企業が中国市場に

高い関心を持っていることの現れであると言いそうで

ある。一方で、中国 EU商会上海支部が会員に実施した

調査では、第 1 回輸入博では約半数の企業が期間中に

仮契約があったが、その半数近くは実際のビジネスに

つながらなかったというレポートもある。改革・開放

を進めるという謳い文句の中で、今年の第 2 回輸入博

はどのような結果をもたらすだろうか。 

 ▼今回の出展概要 

 今回の輸入博では、国家総合展の展示面積は 3 万平

方メートルに達し、60数ヶ国が国を挙げて出展してい

る。また、企業商業展にはサービス貿易、自動車、設

備、科学技術のある暮らし、質の高い暮らし、医療機

器・医薬保健、食品・農産物の７つのブロックが設置

され、展示面積は 30万平方メートル以上、150ヶ国・

地域の３千社を超える企業が出展している。 

日本からは約 220 社が出展しているほかに、中小企

業が出展しやすいように日本貿易振興機構（JETRO）が

「医療機器・医薬保健」、「食品・農産物」の２つの分

野でジャパン・パビリオンを設置している。医療系で

50 社・団体、食品系では８自治体を含む 108社・団体

となり、オールジャパンで約 380 社・団体と国別出展

数ではトップクラスである。          

▼積極的な投資誘致 

  輸入博は多数の外資企業が集積する上海で開催さ

れることから、中国全土から企業だけでなく、各省や

市の地方政府がバイヤーとして参加すると同時に、地

方政府等の投資誘致活動も並行して行われている。期

間中には、輸入博会場の周辺や上海市内のホテルで投

資環境説明会や省・市のトップとの座談会などが活発

に行われている。上海日本商工クラブにも安徽省、四

川省、陝西省、貴州省、武漢市、合肥市などなどの各

省・市から会員企業である日本企業への PRの依頼や参

加要請があった。 

 日中関係が良好な現在は日系企業の投資への期待が

大変高いのであるが、中国側が求める投資は先端技術

やイノベーションに関連する分野が中心である。既に

環境規制が非常に厳しく、人件費などのコストも高い

ため、労働集約型の投資が歓迎されるわけではない。 

 ▼上海の様子 

  輸入博の開催は国家イベントであり、北京の商務部

から相当な人員が派遣され、上海市商務委員会ととも

に準備を進めてきた。昨年は会場から離れた江蘇省で

も一部に操業規制などがあったが、今年は一斉操業停

止のような指導は行われていない。また、各国首脳の

来海と開幕式がある 4 日と 5 日は、相当な交通規制が

行われることから、市・区政府や学校は休日となり、

代わりにその前後の土曜日を稼働日とする対策が取ら

れている。一方で、企業は自社の都合で対応してよい

ことから、多数の企業はカレンダー通りに勤務してい

る。 

 第１回に続き、第２回輸入博の開幕式に参加した習

近平国家主席は、11 月２日に上海入りし、３日には上

海市内を視察している。以前は工場地帯であった楊浦

区の黄浦江沿いに再開発された住宅エリアや、日本人

も多く住む虹橋エリアの古北市民中心を訪れ、その発

展ぶりに感心したようである。 

▼改革・開放への期待 

  輸入博は、中国にとって単に輸入拡大のイベントと

いうわけではなさそうである。2010年に開催された上

海万博では、地方の人たちに上海の現代的なインフラ

や生活様式を経験してもらい、それが地方都市の発展

につながったように、上海の自由貿易試験区の仕組み

や国際ビジネスを通じた改革・開放だけでなく、ゴミ

分別や交通ルールを守るなどを中国の地方に拡大する

大きな PRイベントとも言えそうである。 

 来年からは新たな外商投資法が施行される。一部に

外国企業や外国人に対する規制が厳しくなっているこ

とも窺えるが、輸入博を開催する上海を先頭に中国の

一層の改革・開放が進むことが期待される。 

 

 

第 2 回中国国際輸入博覧会が開幕（上海）                                  
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（上海日本商工クラブ 事務局長 中村 仁） 

 

 

第２回中国国際輸入博覧会会場 

ＪＥＴＲＯのジャパン・パビリオン（医療系） 


